
紀
伊
徳
川
家
庶
子
大
名
頼
職
・
頼
方（
吉
宗
）の
家
臣
団

―
名
手
宿
「
御
供
帳
」「
宿
割
帳
」
の
分
析
―

藤　

本　

清
二
郎

は
じ
め
に

江
戸
幕
藩
体
制
下
、
家
の
後
継
者
を
確
保
す
る
た
め
将
軍
家
や
御
三
家
の
庶
子（「
御
連
枝
」）が
大
名
に
と
り
た
て
ら
れ
た
。
徳
川
綱

吉
・
同
吉
宗
は
養
子
将
軍
で
あ
り（

（
（

、
家
門
大
名
と
し
て
甲
府
藩
・
館
林
藩
、
尾
張
徳
川
家
の
支
藩
美
濃
高
須
藩（
松
平
家
）、
紀
州
徳
川

家
の
支
藩
伊
予
西
条
藩（
松
平
家
）な
ど
が
あ
る
。
紀
伊
徳
川
家
第
二
代
藩
主
徳
川
光
貞
に
は
成
人
し
た
三
子
が
あ
り
、
世
子
綱
教（
長

兄
）以
外
に
、
頼
職（
長
七
、
内
蔵
頭
）・
吉
宗（
頼
方
、
主
税
頭
、
源
六
、
新
之
助
）が
存
在
し
、
元
禄
一
〇
年（
一
六
九
七
）四
月
、
将
軍

綱
吉
か
ら
大
名
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
越
前
に
三
万
石
の
領
地
が
与
え
ら
れ
、
前
者
は
高
森
、
後
者
は
葛
野
に
陣
屋
が
置
か

れ
た（

（
（

。
こ
の
時
期
の
紀
伊
徳
川
家
お
よ
び
紀
州
藩
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
す
る
史
料
は
極
め
て
少
な
い
が
、
今
般
、
紀
州
那
賀
郡
名
手
宿
の

陣
屋
を
勤
め
た
妹
背
家
文
書
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。
一
七
世
紀
に
お
い
て
は
伊
勢
街
道
を
「
川
俣
通
」「
本
道
」
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と
呼
び
、
紀
伊
家
代
々
の
藩
主
は
紀
ノ
川
筋
・
川
俣
川
を
通
り
、
松
坂
を
経
由
し
て
参
勤
し
、
帰
国
し
た（

（
（

。
妹
背
家
文
書
の
内
い
く
つ

か
の
史
料（
次
掲
）に
よ
り
、
紀
州
藩
の
交
通
史
に
新
し
い
知
見
を
加
え
る
だ
け
で
な
く
、
頼
職
・
吉
宗
関
係
の
諸
事
実
を
解
明
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
伊
勢
街
道
の
城
下
か
ら
初
め
て
の
宿
で
あ
る
名
手
宿
は
、
参
勤
行
列
が
宿
泊
や
休
憩
に
利
用
し
た

が
、
あ
わ
せ
て
頼
職･

吉
宗
は
名
手
宿
を
鷹
野
・
猪
狩
り
の
拠
点
と
し
た
。
名
手
宿
周
辺
の
那
賀
郡
か
ら
伊
都
郡
に
か
け
て
の
地
域
に

は
鷹
場
が
あ
り
、
二
人
は
し
ば
し
ば
名
手
宿
に
数
日
宿
泊
し
て
、
鷹
野
・
猪
狩
り
に
興
じ
た（

（
（

。
鷹
野
に
は
家
臣
団
が
動
員
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
手
が
か
り
に
頼
職･

吉
宗
の
家
臣
団
を
分
析
す
る
こ
と
が
見
通
さ
れ
る
。

さ
て
、
頼
職
・
吉
宗
に
随
行
し
た
重
臣
・
家
来
、
諸
要
員
が
同
宿
に
宿
泊
す
る
際
に
は
、
事
前
に
同
行
す
る
一
団
の
名
簿
「
御
供
帳
」

が
提
示
さ
れ
、
宿
側
が
宿
泊
民
家
を
割
り
振
る
「
宿
割
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
。
妹
背
家
に
残
さ
れ
た
「
御
供
帳
」
は
提
供
さ
れ
た
同
帳

を
本
陣
妹
背
家
で
書
写
し
た
も
の
で（
宿
泊
家
の
記
載
は
な
い
場
合
も
あ
る
）、「
宿
割
帳
」
は
宿
割
役
に
よ
っ
て
宿
割
が
な
さ
れ
、
妹
背

家
に
提
供
さ
れ
、
宿
所
が
書
き
込
ま
れ
た
原
文
書
で
あ
る
。
妹
背
家
文
書
の
内
に
次
の
一
〇
冊
の
帳
が
含
ま
れ
て
い
る
。

Ａ　

酉（
元
禄
六
年
）一
〇
月　
　
　
「
長
七
様
名
手
御
宿
割
帳
」（
目
録
番
号
一
四
六（

（
（

） 

Ｂ　

元
禄
七
年
一
月　
　
　
　
　
　
「
長
七
様
名
手
御
御
供
帳
」（
目
録
番
号
二
一
六
）

Ｃ　

元
禄
九
年
二
月
二
八
日　
　
　
「
長
七
様
御
供
帳
」（
目
録
番
号
六
一
）

Ｄ　

元
禄
一
六
年
七
月　
　
　
　
　
「
内
蔵
頭
様
御
供
帳
」（
目
録
番
号
六
八
）

Ｅ　

元
禄
一
六
年
七
月
二
六
日　
　
「
内
蔵
頭
様
御
宿
割
帳
」（
目
録
番
号
六
九
）

Ｆ　

元
禄
一
七
年
正
月
二
五
日　
　
「
内
蔵
頭
様
御
宿
割
帳
」（
目
録
番
号
七
〇
）

Ｇ　

元
禄
一
五
年
七
月
二
五
日　
　
「
主
税
頭
様
名
手
御
供
帳
」（
目
録
番
号
六
五
）

Ｈ　

元
禄
一
五
年
一
〇
月
五
日　
　
「
主
税
頭
様
名
手
御
供
帳
」（
目
録
番
号
六
六
）

Ｉ　

元
禄
一
五
年
一
二
月
一
一
日　
「
主
税
頭
様
名
手
御
供
帳
」（
目
録
番
号
六
七
）
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Ｊ　

宝
永
元
年
七
月
二
五
日　
　
　
「
主
税
頭
様
名
手
御
成
宿
割
帳
」（
目
録
番
号
七
一
）

頼
職
関
係
が
Ａ
〜
Ｆ
の
六
冊
，
吉
宗
関
係
が
Ｇ
〜
Ｊ
の
四
冊
で
あ
る
。
横
帳
形
式
各
帳
は
表
紙
・
後
表
紙
を
入
れ
て
六
丁
か
七
丁
の

小
冊
子
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
内
Ｃ
帳
の
み
参
勤
随
行
時
の
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
「
御
供
帳
」「
宿
割
帳
」
と
紀
州
藩
家
老
三
浦
家
文
書
「
年
中
日
記
」「
家
乗
」、
和
歌
浦
東
照
宮
別
当
雲
蓋
院
の

文
書
の
関
係
記
事（

（
（

に
よ
り
、
大
名
で
あ
る
頼
職
・
吉
宗
の
家
臣
団
の
存
在
、
家
政
機
構
に
つ
い
て
検
討
し
、
紀
伊
徳
川
家
「
居
候
大
名（

（
（

」

の
実
態
を
解
明
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
一
】
頼
職
の
家
臣
団 

―
「
御
供
帳
」「
宿
割
帳
」
か
ら
―

（
１
）大
名
取
り
立
て
以
前

元
禄
六
年（
一
六
九
三
）の
Ａ
帳
は
頼
職（
長
七
）が
一
四
才（
数
え
）、
元
禄
七
年
の
Ｂ
は
一
五
才
の
時
、
つ
ま
り
長
七
が
未
だ
少
年
の

頃
に
名
手
宿
に
泊
ま
り
鷹
野
を
行
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
Ｂ
帳
の
帳
末
「
覚
」
に
は
、
二
六
日
に
名
手
宿
に
投
宿
、
二
七
日
「
折

居
筋
ゟ
大
谷
迄（
現
か
つ
ら
ぎ
町
、
引
用
注
）御
殺
生
」、
二
八
日
橋
本
、
二
九
日
粉
川
へ
と
出
向
き
、
名
手
宿
に
帰
っ
て
い
る
。
一
日
に

往
復
三
〇
㎞
の
遠
距
離
を
移
動
し
て
い
る
。
ま
た
本
陣
の
周
囲
に
は
「
御
番
所
五
ヶ
所
」
が
設
置
さ
れ
「
同
心
衆
御
番
勤
被
申
候
」
ま

た
「
御
中
間
衆
御
番
」、「
広
敷
ニ
ハ
押
之
衆
相
詰
被
申
候
」
と
警
備
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。　

こ
れ
ら
の
御
供
と
江
戸
参
勤
随
行
の
際
の
御
供
を
一
覧
に
し
た
の
が
第
1
表
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
情
報
の
多
い
Ｂ
帳
の
記
載
を
見
て

お
く
。
な
お
、
大
名
と
な
る
前
の
庶
子
に
つ
け
ら
れ
た
御
供
集
団
を
「
家
来
集
団
」
と
呼
び
、
大
名
後
の
「
家
臣
団
」
と
区
別
す
る
。
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御持筒 惣御供人足　（97人） （ⅳ） 御歩行目付 畠中藤九郎
御持筒 御台所人足　（28人） 御歩行目付 成川五郎三郎
駒木根八兵衛組足軽 （ⅴ） 御小姓 内藤辰之助 御歩行小頭 中井孫四郎
押之者 御小姓 松田三之助 御荷付 萩野六左衛門
御中間 御小姓 岩橋重三郎 御徒　（13人）

御中間 御小姓 浜名吉之丞 御台所人　（3人）

御中間 御小姓 天野忠太夫 御賄人　（3人）

御中間 坂井東庵＊ 坊主　（12人）

御駕者 御荷 御金手代　（2人）

御台所人足 御召馬　（2疋） 才領 足軽　（4人）

人足 御借馬　（3疋） 御雇御行列肝煎 足軽　（3人）

人足 御雇ニ而参候分 同御宿前番人 足軽　（4人）

人足 （ⅴ）－2　　 駒木根八兵衛 同御本宿御番人 足軽　（4人）

人足 御馬役 井出かゝ右衛門 押之者　（4人）

人足 御徒目付 巽　茂左衛門 御中間　（122人）

人足 御歩行　（3人） 御下　（7人）

人足 野廻 飯田五右衛門 御扶持人足　（7人）

内藤辰之助 野廻 嶋与一左衛門 御台所人足　（26人）

坂井東庵 御賄　（1人） （ⅴ） 松田縫殿之丞
中井元宅 御薬込　（5人） 御小姓 岩橋重三郎
井出かゝ右衛門 坊主　（1人） 御小姓 浜名友弥
服部市八 御手弓・御手筒（2人） 御小姓 天野忠太夫
嶋与一左衛門 御餌指　（1人） 御小姓 大崎沢之丞
改宿 御持弓・御持筒（23人） 御小姓 岩根富之丞
朝岡八郎右衛門 足軽　（4人） 御両所様相兼 高瀬更玄
駒木根八兵衛 駒木根八兵衛組足軽（2人） 御両所様相兼 浜田道迪
御召御馬宿 押之者　（3人） 御両所様相兼 岩田道仙　御雇立帰

御馬宿 中井元宅 御両所様相兼御絵書 鈴木興元
御馬宿 目録216、元禄7年「長七様名手御御

供帳」
＊「東庵煩候由ニ而李立卓御供」

御両所様相兼御絵書 小出才兵衛
才領足軽 御雇立帰 駒木根野左衛門
江馬太四郎 御雇立帰 間宮惣助
鈴木九左衛門 （ⅵ）（その他）

御馬（2疋）、御荷（1荷）、御尻籠（3被）、
御捽箱（3走）、御捽箱（1走）、御鑓（2本）、
御立笠、御長刀、御腰物筒（2）、押御鑓
（2本）、御茶弁当（1荷）、御菓子捽箱（2走）、
御馬（1疋）、外ニ御馬壱疋、是ハ御行列
之外
廐ノ者（17人）

表 御中間
目録146、酉（元禄6年）「長
七様名手御宿割帳」

目録60、元禄9年2月「長七様御供帳」
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Ａ　長七名手宿割
（元禄6年10月）

Ｂ　長七名手御供
（元禄7年正月）

Ｃ　長七参勤御供
（元禄9年2月28日）

肩書 人名 肩書 人名 肩書 人名
落合七郎右衛門 （ⅰ） 落合七郎右衛門 （ⅰ） 久世三右衛門
久世三右衛門 久世三右衛門 長坂儀兵衛
浅井弥五郎 水野小右衛門 （ⅱ） 頭役 寺嶋孫右衛門
有賀半八 （ⅱ） 寺島孫左衛門 頭役 有賀半八
有馬文蔵 有賀半八 頭役 三橋森右衛門
浜名吉之丞 三橋森右衛門 頭役 細井只右衛門
松田三之助 細井只右衛門 御目付 寺西源右衛門
早川清左衛門 （ⅲ） 有馬豊蔵 御目付 大石平兵衛
岡本十郎右衛門 早川清左衛門 （ⅲ） 御近習番 有馬豊蔵
浦上百助　 河面才次郎 御近習番 早川清左衛門
岩橋重三郎 東使甚五左衛門 御近習番 河西才次郎
河面才次郎 猪谷伝兵衛 御近習番 土生広右衛門
阿部孫太郎 石野伝三郎 御近習番 高木五兵衛
高木五兵衛 阿部孫太郎 御近習番 松田彦右衛門
松田彦右衛門 佐々木三郎左衛門 御近習番 吉田専三郎
吉田千五郎 的場三郎兵衛 御近習番 的場三郎兵衛
猪谷伝兵衛 三上楠右衛門 御近習番 猪谷伝兵衛
石野伝三郎 鈴木平十郎 御近習番 石野伝三郎
東使甚五右衛門 内藤弁右衛門 御近習番 東使甚五左衛門
内藤伝左衛門 橋本清八 御近習番 内藤仁右衛門
設楽四郎右衛門 片桐伝次郎 御近習番 多羅尾平左衛門
成瀬五兵衛 加藤武右衛門 御近習番 小出忠八
青木藤吉 中小姓 青木藤吉 御頭番 橋本清八

御宿割 勝野才兵衛 中小姓 勝野才兵衛 御頭番 設楽四郎右衛門
高井庄之右衛門 小寄合 高井庄之右衛門 御頭番 片桐伝次郎
加藤半六 小寄合 江馬太四郎 御頭番 加藤武右衛門
畠中藤助 物書 山本平八 御頭番 落合喜八郎
後藤十太夫 物書 長屋吉左衛門 御頭番 青木藤吉
山本十右衛門 御歩行目付 畠中藤助 御頭番 勝野才兵衛
御歩行 御歩行小頭 後藤十太夫 御頭番 可児金六
御歩行 （ⅳ） 御歩行　（9人） 御頭番 小谷半左衛門
御台所人 御台所人　（2人） 中小姓 鈴木権十郎
御薬込 坊主　（6人） 中小姓 山本重右衛門
御餌指 御餌指　（1人） 中小姓 西岡幸左衛門
御手弓 御供廻 肝煎　（1人） 中小姓 後藤重太夫
御手筒 御草履取　（2人） 御中間 喜多野杢右衛門
御持弓 御中間　（5人） 物書 山本平八
御持弓 御下男　（2人） 物書 長屋吉左衛門

第1表　元禄6年（1693）～同9年　長七（内蔵頭、頼職）　鷹野・参勤お供一覧
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人
名
や
職
的
身
分
名
等
の
筆
数
は
全
六
五
筆
で
、
内
個
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
人
数
が
四
二
人
で
あ
る
。
破
線
で
区
切
っ
た
各
群
に

つ
い
て
み
る
と
、
ⅰ
群
三
人
は
長
七
家
来
集
団
の
長
で
師
団
長
、
ⅱ
群
四
人
は
御
用
達（
御
用
人
）な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
層
、
ⅲ
群
二
一
人

は
御
近
習
番（
御
小
姓
）や
中
小
姓
の
上
級
実
働
部
隊
、
ⅳ
群
一
二
筆
は
御
徒
層
で
、
中
間
や
諸
人
足
合
計
一
五
三
人
と
と
も
に
台
所
や

雑
役
を
含
む
下
級
実
働
部
隊
、
ⅴ
群
に
は
家
来
集
団
に
属
さ
な
い
「
御
小
姓
」
五
人
と
医
師（
坂
井
東
庵
）は
臨
時
協
力
者
で
あ
ろ
う
。

ま
た
明
確
に
「
御
雇
ニ
而
参
候
分（

（
（

」
と
あ
る
六
人
と
、
無
記
名
の
四
五
人
は
御
手
筒
・
御
持
筒
な
ど
を
含
む
軍
事
的
な
性
格
を
持
つ
集

団
で
、
後
方
控
の
与
力
部
隊（
鷹
野
は
戦
陣
訓
練
）で
あ
ろ
う（
Ａ
帳
Ｃ
帳
、
吉
宗
関
係
Ｇ
〜
Ｊ
の
各
帳
に
も
登
場
）。

こ
の
家
来
集
団
＋
与
力
部
隊
と
い
う
部
隊
全
体
は
、
大
き
く
は
五
つ
の
階
層
に
分
か
れ
、
人
名
の
記
さ
れ
た
四
二
人
と
無
記
名
者
の

一
五
三
人
、
合
計
一
九
五
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
前
年
一
〇
月
の
鷹
野
も
同
様
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
名
前

の
記
さ
れ
た
二
九
人（
四
一
人
中
「
御
雇
」
を
除
く
）の
内
、
Ａ
帳
の
人
名
と
同
一
者
は
一
六
人（
五
五
％
）で
、
過
半
が
継
続
し
て
鷹
野

随
行
を
行
っ
て
い
る
。

つ
い
で
、
元
禄
九
年
二
月
末
に
は
頼
職（
初
め
長
七
）と
吉
宗（
初
め
新
之
助
、
頼
方
）は
将
軍
綱
吉
に
御
目
見
す
る
た
め
、
光
貞
の
参

勤
に
同
行
し
て
江
戸
に
下
っ
た
。
Ｃ
帳
は
こ
の
時
名
手
に
投
宿
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
御
供
帳
で
あ
る
。
ち
な
み
に
吉
宗
は
頼
職
と
行

動
を
と
も
に
し
て
い
る
が
、「
長
七
様
御
供
帳
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
頼
職
集
団
の
み
に
関
す
る
帳
面
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
集

団
と
し
て
移
動
し
、
別
途
に
「
新
之
助
様
御
供
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
名
手
宿
に
長
七（
お
そ
ら
く
新
之
助
も
）は
二
月
二

八
日
、
光
貞
は
三
月
一
日（
目
録
61
「
川
俣
御
供
帳
」）に
宿
泊
し
て
い
る
。

こ
の
Ｃ
帳
は
父
の
江
戸
参
勤
に
随
行
し
た
頼
職
の
家
来
集
団
の
一
覧
で
あ
る
。
Ｂ
帳
同
様
に
破
線
区
分
を
行
っ
た
が
、
ⅰ
群
は
二
人
、

ⅱ
群
は
「
頭
役
」・「
御
目
付
」
六
人
、
ⅲ
群
は
「
御
近
習
番
」「
御
頭
番
」「
中
小
姓
」、
ⅳ
群
は
「
御
歩
行
目
付
」「
御
徒
」
等
、
ⅴ
群

は
援
軍
の
「
御
小
姓
」
六
人
と
医
師
・「
御
絵
描
」
五
人
で
、
こ
の
五
人
は
「
御
両
所
様
」（
長
七
・
新
之
助
）兼
任
で
あ
っ
た
。
ⅵ
群
は

諸
道
具
で
あ
る
が
、
長
距
離
旅
行
故
に
Ｂ
帳
に
比
べ
て
多
い
。
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合
計
記
名
者
は
五
五
人
、
無
記
名
者
は
二
一
四
人
、
合
計
二
六
九
人
で
、
こ
の
他
馬
牽
一
七
人
が
加
算
さ
れ
る
。
人
名
の
記
さ
れ
た

人
数
四
二
人（
五
五
人
中
「
御
雇
」
除
外
）の
内
、
Ａ
帳
と
同
一
者
一
五
人（
三
六
％
）、
Ｂ
帳
と
同
一
者
二
二
人（
五
二
％
）（
重
な
り
は
一

二
名
）、
経
験
者
二
五
名（
六
〇
％
）、
新
規
一
七
名（
四
〇
％
）で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
名
前
の
記
さ
れ
た
家
来
の
人
数
は
い
ず
れ
も
四
二
人
で
あ
る
が
、
江
戸
参
勤
随
行
で
は
道
具
・
荷
物
が
多
く
、
人

足
の
面
で
増
大
化
が
み
ら
れ
、
江
戸
参
勤
随
行
の
人
数
は
鷹
野
に
比
べ
約
六
〇
人
多
い
大
所
帯
と
な
っ
て
い
る
。
人
名
記
載
者
に
お
い

て
は
新
規
の
従
事
者
が
四
〇
人
か
ら
四
五
人
で
、
入
れ
替
わ
り
は
半
分
以
下
で
あ
っ
た
。
Ａ
帳
↓
Ｂ
帳
、
Ｂ
帳
↓
Ｃ
帳
の
記
載
の
入
れ

替
わ
り
変
化
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
２
）大
名
取
り
立
て
以
後

元
禄
一
〇
年（
一
六
九
七
）四
月
、
頼
職
と
吉
宗（
初
め
新
之
助
頼
方
）は
大
名
と
な
っ
た
。
知
行
地
各
三
万
石
は
越
前
国
内
に
与
え
ら

れ
た
が
、
本
人
が
現
地
へ
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
の
間
、
城
下
町
湊
伝
法
橋
の
南
北
に
そ
れ
ぞ
れ
「
内
蔵
頭
様
御
屋
敷
」「
主
税
頭
様

御
屋
敷
」
が
設
け
ら
れ（
（1
（

、
こ
こ
を
拠
点
に
江
戸
参
勤
や
紀
伊
藩
領
内
の
鷹
野
に
で
か
け
た
。

頼
職（
内
蔵
頭
）は
元
禄
一
六
年
に
二
回
、
翌
元
禄
一
七
年（
一
月
、
宝
永
へ
の
改
元
は
三
月
）に
一
回
、
計
三
回
の
鷹
野
を
実
施
し
て

お
り
、
御
供
帳
・
宿
割
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
一
覧
に
し
た
の
が
第
２
表
で
あ
る
。
部
隊
責
任
者
が
久
世
三
右
衛
門
、
長
坂

義
右
衛
門
、
水
野
小
右
衛
門
と
交
替
し
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
以
下
の
人
名
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
が
Ｃ
帳
の
頭
役（
御
用
人
、
御

用
達
）層
や
、
御
小
姓（
御
近
習
番
等
）・
中
小
姓
の
層
で
あ
る
の
か
、
肩
書
き
情
報
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
判
断
で
き
な
い
。

と
は
い
え
、
Ｄ
帳
・
Ｉ
帳
の
「
御
小
姓
目
付
」
立
石
利
太
夫
以
下
が
「
御
徒
」
層
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
階
層
の
内
、「
御
徒
」
の
次
に

「
御
用
部
屋
物
書
」（
Ｄ
・
Ｉ
）が
み
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
前
出
Ｂ
帳
に
「
物
書
」
が
み
ら
れ
た
が
、
頭
に
「
御
用
部
屋
」
と

つ
い
て
い
る
の
は
、
若
殿
か
ら
大
名
と
な
り
、
家
政
機
関
と
し
て
の
「
御
用
部
屋
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
機
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御徒 柱本清六 御小姓付 足軽 御徒 中嶋勝右衛門
御徒 玉置軍兵衛 才領 足軽 御徒 宇佐美専助
御徒 林儀八郎 御借足軽 御徒 岩橋三十郎
御徒 津田宇八 押之者 御用部屋物書 長屋唯八

御用部屋物書 長屋只（唯）八 御駕ノ者 御用部屋物書 勝野太左衛門
御用部屋物書 日根権八 御中間 御台所人 藤田平四郎
御用部屋物書 松井幸次郎 御台所人足 御台所人 津村専右衛門

御台所 藤田平四郎 人足 御賄人 岡井段次郎
御台所 仁井田兵助 改宿 御賄人 二見文右衛門
御賄人 後藤左太夫 御馬宿 大納戸兼 御金手代　（1人）
御賄人 清水幸八 中嶋治部右衛門 坊主　（9人）
大納戸兼 御金手代　（1人） 竹元藤右衛門 御供同心　（7人）

坊主　（9人） 三宅薗右衛門 御持弓筒　（11人）
御供同心　（7人・１軒） 大石幸之丞 御鉄砲方足軽　（3人）
御持弓筒足軽（11人・2軒） 浜田春庵 御小姓附足軽（2人）
御鉄砲足軽（3人・1軒） 堀口六之助 才領足軽
御小姓附足軽（2人・1軒） 水上三太夫 押之者　（4人）
才領足軽　（5人・1軒） 井田楠太夫 御駕者　（10人）
御借シ足軽　（2人・1軒） 新与同心 御中間　（95人・18軒）
押之者　（4人・1軒） 御餌指 御下男　（5人）
御駕之者　（10人・1軒） 嶋与一左衛門 御台所人足　（27人）
御中間　（20軒） 小嶋段右衛門 惣人足
御下男　（6人・1軒） 目録69「内蔵頭様宿割帳」 御馬　（2疋）
御台所人足　（35人・6軒） 御借馬　（2疋）
惣人足 御廐者　（19人）
御召馬　（2疋） 寺村紋弥
御借馬　（2疋） 三宅薗右衛門

御廐者 中嶋治部右衛門 伊藤幾之助
猪谷造酒右衛門 浜名六左衛門
三宅薗右衛門 伊藤類之丞
竹元藤右衛門 浜田道迪
与村五郎八 榎坂宗閑
浜田道迪 川口善久
榎坂宗閑 天谷七郎左衛門
小山弥太夫 嶋与一左衛門
新組同心 小嶋段右衛門
水上三太夫 渡辺清助
堀口六之助 御舟手役人
御餌指 目録70「内蔵頭様御宿割帳」
服部市八
岡元太四郎
改宿

目録68、「内蔵頭様御供帳」
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Ｄ　内蔵頭名手御供
元禄16年７月（18・19)

Ｅ　内蔵頭名手宿割
同16年7月26・27日

Ｆ　内蔵頭名手宿割
同17年1月25－28日

肩書 人名 肩書 人名 肩書 人名
久世三右衛門 長坂儀兵衛 水野小右衛門
和田勝次郎 田宮代右衛門 山野井源五郎
西郷八五郎 間宮郷右衛門 井関弥五郎
浅井友右衛門 内藤八右衛門 間宮郷左衛門
同　文平 有馬文蔵 内藤八右衛門
平井藤左衛門 金沢十太夫 金沢重太夫
松田善太郎 加藤武右衛門 石野伝三郎
東使甚五左衛門 石野伝三郎 加藤武右衛門
青木四郎右衛門 河西紋之助 落合喜八郎
吉田専三郎 白樫十郎右衛門 高井弥八郎
落合喜八郎 岩根弁左衛門 佐々木三郎左衛門
村田弁右衛門 片桐次郎右衛門 寒川左五太夫
水野次郎右衛門 本間繁右衛門 佐野迎左衛門
猪谷伝太夫 土生平五郎 浅井文平
田宮留右衛門 加養専之右衛門 田宮富右衛門
岡元庄兵衛 成川五郎三郎 猪谷造酒右衛門
勝野才兵衛 高木弥五右衛門 早川弁助
駒木根紋右衛門 長谷川甚兵衛 駒木根門太夫
土生惣右衛門 萩野武左衛門 加藤仙之右衛門
中村孫四郎 青木秀右衛門 落合小八郎
山本重右衛門 一之瀬源助 中村忠五郎
山本孫兵衛 牧村宇右衛門 貴志勘右衛門
小池兵作 長谷沢源次 若尾水右衛門
友松利兵衛 長谷部弥右衛門 布施市之丞
寒川六郎兵衛 長屋庄左衛門 西岡庄助
後藤□右衛門 寺田文左衛門 寒川六郎兵衛
若尾九郎右衛門 熊沢加左衛門 津田喜右衛門
山本平八 川口善久 日根権八
冨永庄右衛門 山中定右衛門 和田藤介
津田喜右衛門 寺沢政右衛門 人見孫右衛門
川口善久 乾新五右衛門 寺田文之右衛門

小納戸方 石田甚右衛門 嶋田大右衛門 中村庄三郎
御小姓目付 立石利太夫 中嶋勝右衛門 御小姓目付 立石利左太夫
御徒目付 乾新五右衛門 御徒 御徒目付 堀内九郎兵衛
御徒目付 寺沢政右衛門 御徒 御徒目付 竹藤四郎右衛門
御徒小頭 南条和多右衛門 御徒 御徒小頭 嶋田台右衛門
御徒 田辺安右衛門 御供同心 御荷持人足支配兼 山本孫之丞
御徒 宇佐美千助 御鉄砲方 御供同心 御徒 林儀八郎
御徒 山崎六太夫 御持弓 足軽 御徒 田辺安右衛門
御徒 新貝又市 御持筒 足軽 御徒 後藤定助

第2表　元禄16年（1703）～同17年　内蔵頭（頼職）鷹野御供一覧
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関
が
「
御
屋
敷
」
の
中
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
機
関
に
属
す
る
役
人
の
内
二
、
三
人
が
鷹
野
に
随
行
し
た
。

つ
い
で
人
数
規
模
に
つ
い
て
見
て
お
く
。
Ｄ
帳
の
人
名
記
載
者
は
六
三
名
、
無
名
者
は
九
五
人
と
「
御
中
間
」
約
一
〇
六
人（
（（
（

、
合
計

二
〇
一
人
、
人
数
合
計
は
二
六
四
人
と
推
測
さ
れ
る
。
Ｆ
帳
の
人
名
記
載
は
六
二
人
、
無
名
者
は
一
九
五
人
、
合
計
二
五
七
人
で
あ
り
、

Ｄ
帳
の
人
数
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
Ｅ
帳
の
人
数
は
、
無
名
者
の
足
軽
等
の
人
数
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る（
人
名
記
載
者
が
四

三
人
で
あ
る
の
で
や
や
少
な
い
か
も
知
れ
な
い
）。

鷹
野
御
供
従
事
者
の
継
続
性
に
つ
い
て
見
る
と
、
Ｄ
帳
五
二
人（
六
三
人
中
「
御
雇
」
を
除
く
）の
内
Ｃ
帳
経
験（
登
載
）者
七
人（
一
五

％
）、
Ｅ
帳
三
八
人（
四
七
人
中
「
御
雇
」
除
外
）中
Ｄ
帳
経
験
者
は
一
人（
三
％
）、
Ｆ
帳
五
一
人（
六
二
人
中
「
御
雇
」
除
外
）中
Ｄ
帳
経

験
者
は
九
人（
一
八
％
）、
Ｅ
帳
経
験
者
は
六
人（
一
二
％
）、
Ｄ
帳
Ｅ
帳
経
験
者
に
ダ
ブ
り
は
な
く
、
新
規
経
験
者
は
五
一
人
中
三
六
人

（
七
〇
％
）と
い
う
状
況
で
あ
る
。
直
前
の
経
験
者（
御
供
従
事
）が
二
割
に
届
か
ず（
総
入
れ
替
え
に
近
い
こ
と
）、
Ｆ
帳
の
内
Ｄ
帳
Ｅ
帳

記
載
の
二
回
の
経
験
者
が
三
割
と
い
う
こ
と
は
、
七
割
の
従
事
者
が
初
体
験（
当
該
時
期
）で
、
一
回
ご
と
の（
母
集
団
の
）動
員
率
は
二

割
以
下
で
あ
る
。
母
集
団
に
お
い
て
均
等
に
割
当
ら
れ
る
と
し
て
、
仮
に
動
員
率
が
二
割
で
あ
れ
ば
母
集
団
は
動
員
数
の
五
倍
で
あ
り
、

動
員
実
数
は
概
ね
四
〇
〜
五
〇
人
で
あ
る
か
ら
、
母
集
団（
頼
職
の
家
臣
団
）は
二
〇
〇
〜
二
五
〇
人
規
模
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

大
名
取
り
立
て
前
の
家
来
集
団
で
は
、
五
、
六
割
が
経
験
者
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
母
集
団
が
従
事
者（
四
〇
〜
）五
〇
人
の
倍
程

度
、
つ
ま
り（
八
〇
〜
）一
〇
〇
人
程
度
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
名
後
の
家
臣
団
集
団
は
五
〇
人
の
五
倍
程
度
以

上
、
つ
ま
り
二
五
〇
人
規
模
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
、
大
名
と
な
る
前
と
後
の
比
較
を
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
従
事
者
の
規
模
は
人
名
無
記
載
者
を
含
め
総
人
数
二
五
〇
人
程
度
で
、

大
名
と
な
る
前
後
に
お
い
て
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
。
一
度
の
鷹
野（
あ
る
い
は
参
勤
随
行
）で
約
二
五
〇
人
と
馬
・
犬
と
荷
物
が
約
二

五
㎞
地
点（
名
手
宿
）へ
移
動
し
た
。
し
か
し
、
人
名
が
記
さ
れ
た
鷹
野
御
供
従
事
者
の
母
集
団（
家
臣
団
）は
一
〇
〇
人
程
度
で
あ
っ
た

状
態
が
、
二
五
〇
人
規
模
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
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【
二
】
吉
宗
の
家
臣
団 

―
「
御
供
帳
」「
宿
割
帳
」
か
ら
―

吉
宗
は
前
述
の
よ
う
に
元
禄
九
年（
一
七
九
六
）四
月
に
、
次
兄
で
あ
る
頼
職（
長
七
）と
と
も
に
三
万
石
の
大
名
に
取
り
立
て
ら
れ
、

成
人
す
る
時
期
を
和
歌
山
城
内
、
城
下
町
で
過
ご
し
た
。
ま
た
宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）九
月
、
二
人
の
兄
の
死
に
よ
っ
て
紀
伊
徳
川
家

の
家
長
＝
藩
主
と
な
る
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
Ｇ
帳
〜
Ｊ
帳
の
御
供
帳
・
宿
割
帳
は
藩
主
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
大
名
で
あ
る
主
税

頭（
吉
宗
）が
前
述
の
頼
職
と
同
様
に
名
手
宿
を
拠
点
と
し
た
那
賀
郡（
上
那
賀
）か
ら
伊
都
郡
一
帯
で
行
わ
れ
た
鷹
野
時
の
宿
泊
史
料
で

あ
る
。

吉
宗
は
元
禄
一
五
年（
一
七
〇
二
）三
月
に
江
戸
か
ら
帰
国
し
、
同
年
の
七
月
・
一
〇
月
・
一
二
月
に
、
翌
同
一
六
年
四
月
か
ら
同
一

七
年
六
月
迄
江
戸
に
参
勤
し
、
六
月
一
六
日
帰
国
後
、
宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）七
月
二
五
日
に
鷹
野
を
行
っ
た（
（1
（

。
七
月
二
五
日
が
二
回

あ
り
、
頼
職
も
七
月
二
六
日
に
鷹
野
を
行
っ
て
い
る（
Ｅ
帳
）。
夏
の
こ
の
時
期
に
鷹
野
を
行
う
こ
と
が
慣
例
化
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る（
（1
（

。
こ
れ
ら
の
記
録
が
連
続
し
て
名
手
宿
に
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

元
禄
一
五
年
一
〇
月
付
Ｈ
「
御
供
帳
」
帳
末
に
は
、
四
日
夜
に
宿
割
菅
谷
善
八
が
来
て
宿
札
を
掛
け
、
翌
日
吉
宗
一
行
が
名
手
に
着

き
、
那
賀
・
伊
都
両
郡
内
で
鷹
野
を
行
い
、
七
日
に
出
立
し
た
。
六
日
に
は
「
中
津
川
山
へ
被
為
成
、
御
鹿
狩
被
為
遊
候
」
と
あ
る
。

こ
の
時
の
お
供
は
「
御
年
寄
高
井
五
左
衛
門
殿
」「
御
用
達
ハ
中
嶋
次
郎
左
衛
門
殿
・
菅
沼
新
左
衛
門
殿
」「
御
供
役
平
塚
一
郎
右
衛
門

殿
」「
御
目
付
小
野
田
半
左
衛
門
殿
」
と
本
陣
役
人
は
記
録
し
て
い
る
。

次
の
一
二
月
一
一
日
付
Ｉ
「
御
供
帳
」
帳
末
に
は
、
一
一
日
に
到
着
し
、
鷹
野
の
後
、
一
二
日
に
は
西
の
田
中（
名
手
よ
り
約
六
㎞
）

へ
、
一
三
日
は
北
の
奥
地
に
あ
る
中
津
川
山（
名
手
の
北
、
山
中
）で
「
鹿
狩
」
を
行
い
、
十
四
日
に
は
東
の
大
野
ま
で
足
を
の
ば
し
、

漸
く
五
日
目
に
帰
途
に
就
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
宝
永
元
年
七
月
「
宿
割
帳
」
Ｊ
帳
末
に
は
七
月
二
五
日
到
着
、
二
六
日
大
谷
、
二

七
日
名
倉
ま
で
「
御
鷹
野
」、
帰
り
は
舟
で
「
鵜
ヲ
御
つ（
使
）か
ハ
さ
せ
被
遊
」
た
と
あ
る（
（1
（

。
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坊主　（1人） 御小姓足軽　（2人） 押者　（4人） 御駕之者
御持弓 押之者　（4人） 御駕者　（10人） 御中間　（58人）
御持筒 御駕之者　（10人） 御中間　（53人） 御下男　（9人）

向笠伴右衛門組 平足軽　（4人） 御中間　（53人） 御下男　（9人） 御台所人足　（11人）
才領足軽　（3人） 御下男　（9人） 御台所人足 小使　（7人）
御餌差 御台所人足 小使　（5人） 惣人足
押之者　（4人） 小使　（5人） 惣人足 改宿
御駕ノ者　（10人） 御廐ノ者　（25人） 稲垣久之丞 御馬　（2疋）
御中間　（宿は10軒） 惣人足 御廐者　（25人） 御供馬　（2疋）
御下男　（9人） 御召馬　（3疋） 御小姓 御犬　（4疋）
御台所人足　（9人） 御借馬　（2疋） 三浦清四郎 幸川伝内

人足 御犬　（7疋） 飯塚源右衛門 御廐之者　（13人）
御犬宿共 御鉄砲箱　（1棹） 内藤粂之助 内藤常之助
御馬屋宿共　（5人） 御玉簞笥　（1ケ） 桑山政之助 幸田縁左衛門
御召馬　（3疋） 御用部屋簞笥　（1ケ） 岩田平十郎 桑山政之助
御借馬　（2疋） 同挟箱　（1ケ） 岩田常仙 村嶋八之丞
宮本才兵衛 同長持　（1棹） 御鷹方同心 源助 竹中幸左衛門
幸田伝二郎 御年寄方挟箱　（1走） 伴蔵 宮瀬更玄
本田八蔵 御右筆方簞笥　（1走） 御餌指　（1人） 鮎沢幸庵
中嶋勘三郎 流桃灯　（1走） 御雇 渡部隼之助
寺村藤之助 同蝋燭箱　（1走） 水上善三郎 下村源介
竹中三次郎 丸桃灯　（1走） 堀口六之助 石井須磨右衛門
菅谷半五郎 御草履箱　（1走） 吉田伴六 真崎理右衛門
宮瀬更玄 燭台　（5本） 嶋与太夫 御やとひ
横山玄哲 ほんほり　（2つ） 服部市八 水上善三郎
原田甚六 御水桶　（1荷） 新組同心 茂吉 山村六兵衛
山村六兵衛 御手水挟箱　（1荷） 角左衛門 吉田弥九郎
水上三太夫 時計　（1荷） 御餌指　（1人） 飯田茂平次
村田久内 御金簞笥　（1荷） 御雇ニて参候 横山玄哲 吉田伴六
井田楠太夫 御目付方挟箱　（1荷） 坊主　（13人） 松岡九郎左衛門
山田五六郎 豊嶋包　（1つ） 御供同心　（1人） 宮井杢太夫
松永藤兵衛 猪鑓　（1包） 間宮平蔵 新組同心　（1人）
藤野角太夫 御台所荷物 前田有圓 御餌指　（2人）
服部市八 御小姓 本多八蔵 改宿 駒木根八兵衛 嶋与一左衛門
岡本杢四郎 御小姓 寺村藤之助 岡山腹正 服部市八
水上源五郎 御小姓 竹中三次郎 御雇 台所人足 渡部専介

御小姓 中嶋勘三郎 山下善五郎
御小姓 菅谷半五郎 左野新蔵預り 浮嶋次郎右衛門
御小姓 幸田伝次郎

宮瀬更玄
御雇外科 横山玄哲

駒木根八兵衛
村田久内
上山弥吉
岡本太次右衛門

目録65「御供帳」 目録66「御供帳」 目録67「御供帳」 目録71「宿割帳」
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Ｇ　主税頭名手御供
元禄15年7月25～28日

Ｈ　主税頭名手御供
元禄15年10月5日～

Ｉ　主税頭名手御供
元禄15年極月11日

Ｊ　主税頭名手宿割
宝永元年7月25日

肩書 人名 肩書 人名 肩書 人名 肩書 人名
高井五左衛門 御年寄 高井五左衛門 豊嶋半之丞 豊嶋半之丞
井原権左衛門 桑山五右衛門 菅沼新左衛門 丹沢茂左衛門
小栗源太夫 御用達 菅沼新左衛門 中嶋弥次左衛門 御用達 薮七郎左衛門
丹沢茂左衛門 御用達 中嶋次郎左衛門 平塚一郎右衛門 御用達 若尾弥四郎
中嶋次郎左衛門 野村作左衛門 白井八兵衛 鈴木九郎右衛門
伊達幾右衛門 御供役 平塚一郎右衛門 駒木根勘助 御目付 小野田半左衛門
平塚一郎右衛門 御目付 小野田半左衛門 御膳番 田中七左衛門 飯塚源右衛門
小野田半左衛門 御膳番 落合三郎右衛門 御膳番 三宅半十郎 田中七左衛門

御膳番 駒木根留右衛門 御膳番 平塚一郎右衛門 奥ノ番 川嶋八左衛門 川嶋八左衛門
御膳番 落合三郎右衛門 奥ノ番 山下善五郎 奥ノ番 寺島藤四郎 田口門右衛門
奥ノ番 松下彦九郎 奥ノ番 松下彦九郎 御近習番 間宮楠右衛門 深津兵左衛門
奥ノ番 橋本彦五郎 御近習番 深津兵左衛門 御近習番 青木七八 水上儀左衛門
奥ノ番 河嶋八左衛門 御近習番 田中七左衛門 御近習番 田口紋右衛門 御宿割 落合十兵衛
奥ノ番 三宅半十郎 御供役 水上儀左衛門 御供役 菅谷五一右衛門 鈴木勝右衛門

東市伝左衛門 御進物出宿割 藤谷善八 御進物出 早渕文八 布目吉左衛門
御右筆 中番 服部与右衛門 中ノ間番 一色久兵衛 酒井甚兵衛

宿割 青木七八 中小姓 一色久兵衛 下肝煎 喜多村定右衛門 鈴木為右衛門
服部与右衛門 中小姓 千賀五郎右衛門 中小姓 田口仙右衛門 牲川定右衛門
酒井源内 中小姓 平塚介六 中小姓 田中□左衛門 佐武杉右衛門
鈴木為右衛門 中小姓 早渕豊八 中小姓 弓削多定右衛門 小嶋立太夫
松浦平四郎 松岡仁右衛門 中小姓 土屋類右衛門 江川右衛門七
一色久兵衛 御中間頭 江川右衛門七 御右筆方 松岡仁右衛門 宇都宮弥一郎
江川与茂七 下肝煎 中村惣八 留書　松本佐兵衛 鈴木藤九郎

下肝煎 喜多村与十郎 留書　小嶋立太夫 御中間役 本間仙右衛門 南俣（保カ）源兵衛
留書 松本順二郎 御用部屋物書 下村偏右衛門 御用部屋物書 宇都宮弥一郎 竹谷沢右衛門

御用部屋ニ成ル 頭者 御用部屋物書 生駒牧右衛門 御用部屋物書 稲岡友右衛門 小川弥七郎
御道具入 頭者 御小姓目付 南保常右衛門 御小姓目付 小川弁左衛門 藤郷万兵衛

宇都宮弥一郎 御徒目付 川村治右衛門 御徒目付 竹谷沢右衛門 会　拓右衛門
下村林右衛門 御徒目付 三嶋武右衛門 御徒目付 田中伊左衛門 安富平八
小川弁左衛門 御歩行小頭 本間仙右衛門 御徒小頭 会拓右衛門 御徒　（3人）
御小姓同心　（2人） 御徒　（5人） 御歩行　（5人） 貝嶋角太夫
南保常右衛門 御台所目付 田中万右衛門 常御供 梅本左五八 中野由右衛門
三嶋武右衛門 御勝手役 中ノ由右衛門 御勝手方 中野由右衛門 田中万右衛門
本間専右衛門 御徒並 貝島角太夫 御台所吟味役 田中万右衛門 御台所人　（2人）
会拓右衛門 御台所　（2人） 御台所人　（2人） 御賄人　（1人）
御歩行 御賄人　（1人） 御賄人　（2人） 御供同心　（6人）
松井一太夫 御供同心　（4人） 御供同心　（4人） 坊主　（12人）
中野由右衛門 御廐御役人 宮本才兵衛 坊主　（14人） 御持弓筒
梅本左五八 御金手代　（1人） 御金手代　（1人） 御鉄砲方足軽　（2人）
御台所　（2人） 坊主　（14人） 御持弓筒　（11人） 御金手代　（1人）
御賄人　（1人） 御持弓筒　（1人） 御鉄砲方 足軽　（2人） 才領足軽　（4人）
御供同心　（5人） 御鉄砲方足軽　（2人） 才領足軽　（3人） 御小姓 足軽　（2人）
御金手代　（1人） 才領足軽　（2人） 御小姓方 足軽　（2人） 押之者

第3表　元禄15年（1702）～宝永元年（1704）　主税頭（吉宗）　鷹野お供一覧
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さ
て
、
第
３
表
は
御
供
帳
等
の
記
載
順
に
人
名
・
肩
書
等（
宿
泊
提
供
百
姓
名
な
ど
を
省
略
し
て
）を
書
き
起
こ
し
、
一
覧
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｈ
帳
で
は
初
め
に
高
井
五
左
衛
門（
一
番
目
）ら
家
老
・「
御
用
達
」（
御
用
人
）、
落
合
三
郎
右
衛
門（
八
番
目
）ら

「
御
膳
番
」・「
御
近
習
番
」
等
、
一
色
久
兵
衛（
一
七
番
目
）ら
「
中
小
姓
」
等
、
下
村
偏
右
衛
門（
二
五
番
目
）ら
「
御
用
部
屋
物
書
」

等
、
本
間
仙
右
衛
門（
三
〇
番
目
）ら
御
歩
行
小
頭
・「
御
徒
」（
人
数
「
五
人
」
の
み
）等
、「
御
台
所
」（
三
五
番
目
、
人
数
の
み
）、
宮

本
才
兵
衛（
三
八
番
目
）、「
坊
主
」（
四
〇
番
目
）、
以
下
「
御
持
弓
筒
」
等
の
武
具
持
ち
等
一
一
項
目
、
つ
い
で
「
御
召
馬
」（
三
疋
、

五
二
番
目
）、「
御
犬
」（
七
疋
、
五
四
番
目
）、
そ
の
ほ
か
の
道
具
類
三
一
項
目
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
本
多
八
蔵（
七
六
番

目
）ら
六
名
の
「
御
小
姓
」
が
列
記
さ
れ
、
さ
ら
に
宮
瀬
更
玄
・
横
山
玄
哲（
八
二
・
八
三
番
目
）の
医
師
名
が
あ
り
、
駒
木
根
八
兵
衛
ら

四
名
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。

項
目（
人
名
を
含
む
）は
全
八
七
項
目
で
あ
る
が
、
名
前
が
記
さ
れ
た
人
名
項
目
は
四
六
項
目
で
、
人
数
は
四
六
人
、
さ
ら
に
職
名
で

記
さ
れ
た
人
数
合
計
は
一
四
〇
人
で
、
合
計
一
八
六
人
で
あ
る
。
Ｇ
帳
Ｉ
帳
Ｊ
帳
の
「
御
供
」（
＝
「
御
成
」、
鷹
野
）の
場
合
も
、
多
少

の
違
い
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
同
様
の
内
容
、
規
模
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
鷹
野
に
動
員
さ
れ
た
人
間
集
団
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
く
。
武
家
集
団
の
階
層
別
構
成
の
最
高
責
任
者
で
吉
宗

家
臣
団
の
家
老
級
の
存
在
で
あ
る
。
高
井
五
左
衛
門（
Ｇ
帳
Ｈ
帳
）・
豊
嶋
半
之
丞（
Ｉ
帳
Ｊ
帳
）が
該
当
す
る
。
両
人
は
こ
れ
ら
の
年
度

よ
り
六
〜
八
年
後
、
吉
宗
藩
主
時
代
の
宝
永
七
年
「
紀
州
分
限
帳（
（1
（

」
に
よ
る
と
、
所
持
石
高
が
そ
れ
ぞ
れ
千
石
・
千
二
百
石
と
な
り
、

紀
州
藩
の
家
臣
団
の
上
層
を
構
成
し
て
い
る
。
雲
蓋
院
の
「
公
用
日
記
」
で
は
「
御
家
老
衆
」
と
呼
ば
れ
て
い
る（
第
三
章
詳
述
）。
御

供
帳
の
末
に
「
御
年
寄
高
井
五
左
衛
門
殿
、
御
用
達
ハ
中
嶋
次
郎
左
衛
門
殿
・
菅
沼
新
左
衛
門
殿
、
御
供
役
平
塚
一
郎
右
衛
門
殿
、
御

目
付
小
野
田
半
左
衛
門
殿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

従
事
者
の
継
続
性
に
つ
い
て
み
る
と
、
人
名
記
載
が
あ
り
御
雇
を
除
い
た
人
数
は
、
Ｈ
帳
で
は
三
三
人
で
そ
の
内
一
四
人（
四
二
％
）

が
継
続
者
で
あ
っ
た
。
Ｉ
帳
で
は
四
一
人
中
九
人（
二
二
％
）が
継
続
者
で
、
Ｊ
帳
で
は
四
六
人
中
一
二
人（
二
六
％
）が
継
続
者
で
あ
っ
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た
。
な
お
、
Ｉ
帳
の
内
一
四
人（
三
四
％
）が
Ｇ
帳
か
Ｈ
帳
時
の
従
事
経
験
者
で
、
Ｊ
帳
の
内
一
八
人（
三
九
％
）が
Ｈ
帳
・
Ｉ
帳
時
の
従

事
経
験
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
二
〇
〜
四
〇
％
以
外
の
八
〇
〜
六
〇
％
の
人
が
、
連
続
し
て
は
こ
の
業
務
に
従
事
し
て
お
ら
ず
、

三
、
四
回
に
一
度
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
各
回
三
三
〜
四
六
人
が
動
員
さ
れ
る
が
、
そ
の
三
、
四
倍
の
予
備
軍

が
お
り
、
大
名
吉
宗
の
家
臣
団
は
一
〇
〇
人
〜
二
〇
〇
人
の
規
模
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

各
回
の
一
行
の
人
数
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
Ｇ
帳
で
は
人
名
が
記
さ
れ
た
者
は（
御
雇
い
を
含
め
て
）五
四
人
、
名
前
が
記
さ
れ

な
い
者
が
五
六
人
＋
α（
五
五
人
と
推
定（
（1
（

）、
合
計
約
一
六
五
人
。
前
出
の
Ｈ
帳
で
は
記
名
の
あ
る
者
四
五
人
、
記
名
の
な
い
者
一
四
〇

人
で
合
計
一
八
五
人
。
Ｉ
帳
で
は
記
名
者
五
二
人
、
無
記
名
者
一
六
〇
人
で
合
計
二
一
二
人
。
Ｊ
帳
で
は
記
名
者
五
五
人
、
無
記
名
者

一
三
四
人
で
合
計
一
八
九
人
。
す
な
わ
ち
一
六
五
〜
二
一
二
人
で
あ
る
。
毎
回
二
〇
〇
人
前
後
の
人
の
移
動
が
あ
っ
た
。
な
お
Ｈ
帳
で

は
他
に
馬
三
頭
・
犬
七
疋
、
荷
物
二
一
品
目
が
運
ば
れ
た
こ
と
が
分
か
る（
（1
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
吉
宗
の
家
臣
団
は
一
〇
〇
〜
二
〇
〇
人
規
模
で
あ
り
、
Ⅰ
家
老
、
Ⅱ
御
用
達（
頭
役
、
御
用
人
）、
Ⅲ
御
小
姓（
御
近

習
番
等
）、
Ⅳ
中
小
姓（
御
頭
番
、
御
徒
目
付
等
）、
Ⅴ
御
徒（
名
前
不
記
載
の
諸
種
の
賄
人
）か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
鷹
野
に
は
家

臣
団
の
二
〜
四
割
が
随
行
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
お
鷹
野
等
の
移
動
時
に
は
二
〇
〇
人
規
模
の
家
臣（「
御
雇
」
援
軍
を
含
む
）と

馬
・
犬
、
諸
荷
物
が
移
動
し
た
。
諸
荷
物
・
道
具
の
内
に
は
持
筒
も
含
ま
れ
、「
御
雇
」
の
御
小
姓
や
医
師
・
絵
師
が
更
に
援
軍
的
に
参

加
し
、
鷹
野
は
わ
ず
か
な
が
ら
も
行
軍
の
様
相
も
あ
っ
た
。
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【
三
】
頼
職
・
吉
宗
家
臣
団
の
上
層 

―
「
年
中
日
記
」・「
公
用
日
記
」
か
ら
―

第
４
表
〜
第
6
表
は
第
1
表
〜
第
3
表
の
帳
に
記
さ
れ
た
、
格（
職
名
）や
当
日
の
担
当
職
を
示
す
と
理
解
さ
れ
る
記
載
順
序
を
尊
重

し
て
、
頼
職
二
期
と
吉
宗
の
家
臣
構
成

を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
紙
面
の
都

合
で
上
層
部
に
限
っ
た
。
格
の
推
定
は

全
体
構
成
員
の
秩
序
を
把
握
す
る
た

め
、
一
部
の
肩
書
き
記
載
か
ら
筆
者
が

推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
第
5

表（
頼
職
大
名
期
）に
つ
い
て
は
情
報
が

少
な
く
整
理
が
不
能
な
た
め
、
格
区
分

の
破
線
は
入
れ
て
い
な
い
。
1
〜
5
の

数
字
は
頼
職
関
係
六
冊
、
吉
宗
関
係
四

冊
に
登
場
す
る
回
数
を
示
し
た
も
の
。

最
右
欄
の
記
載
に
は
、
吉
宗
が
藩
主
時

代
の
「
紀
州
分
限
帳
」
に
記
さ
れ
た
格

と
石
高
を
参
照
の
た
め
に
示
し
た
。

ま
ず
頼
職
の
家
臣
に
つ
い
て
確
認
し

人名 肩書､ 職名 格（推定）「紀州分限帳」
落合七郎右衛門 2 家老
久世三右衛門 4 家老 同弥三右衛門1500石

浅井弥五郎 1 御用達
寺島孫右衛門 頭役 2 御用達
有賀半八 頭役 3 御用達 寄合300石

三橋森右衛門 頭役 2 御用達
細井只右衛門 頭役 2 御用達 五十人者頭300石

大石平兵衛 御目付 1 御用達
寺西源右衛門 御目付 1 御用達
有馬文（豊）蔵 御近習番 4 御小姓
早川清左衛門 御近習番 3 御小姓 寄合300石

河西才次郎 御近習番 3 御小姓 寄合300石

土生広右衛門 御近習番 1 御小姓 真如院様附300石

吉田専（千）三郎 御近習番 3 御小姓 寄合300石

内藤仁右衛門 御近習番 1 御小姓 寄合300石

　 20人（略） 御小姓
加藤武右衛門 御頭番 4 中小姓 寄合300石

落合喜八郎 御頭番 3 中小姓 寄合

勝野才兵衛 御宿割・中小姓・御頭番 4 中小姓
後藤十（重）太夫 御歩行小頭　中小姓 3 中小姓
　 24人（名前略） 中小姓

「紀州分限帳」の記載は宝永7年（1710）前半期頃の内容。
数字は全6冊の内人名が記載された点数。

第4表　元禄6年（1693）～同9年　頼職（長七、内蔵頭）家来集団
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て
お
こ
う
。
第
4
表
の
人
名
合
計
は
六

三
人
で
、
第
5
表
の
合
計
は
一
〇
八
人

で
あ
る
。
こ
れ
は
頼
職
の
鷹
野
・
参
勤

随
行
の
御
供
に
で
て
、
名
前
が
記
さ
れ

た
者
で
あ
る（「
御
雇
」
を
除
く
）。
両
表

に
は
家
老
格
久
世
、
御
小
姓
格
吉
田
・

有
馬
、
中
小
姓
格
加
藤
・
落
合
な
ど
が

重
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
か
れ
ら
は
継

続
し
て
御
供
と
な
っ
て
お
り
、
各
表
の

合
計
数
字
を
合
算
し
て
も
そ
の
内
に
重

な
り
が
あ
り
、
実
数
を
示
さ
な
い
。
し

か
し
両
表
合
算
数
は
約
一
七
〇
人
以
下

で
あ
り
、
重
な
り
は
少
な
い
の
で
実
数

は
三
分
の
二
か
四
分
の
三
程
度
と
み
て
一
一
〇
〜
一
三
〇
人
程
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
第
6
表
は
同
様
に
吉
宗
の
家
臣
に
つ
い
て
家
老
・
御
用
達
を
中
心
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
名
前
記
載
の
あ
る
人
数
は
九

九
人
で
、
概
ね
一
〇
〇
人
と
把
握
さ
れ
る
。
同
じ
時
期
の
頼
職
に
比
べ
る
と
や
や
少
な
め
で
あ
る
。

さ
て
、
頼
職
の
「
御
供
帳
」
等
に
登
場
し
た
家
老
格
は
落
合
・
久
世
・
長
坂
・
水
野
の
四
人
で
あ
り
、
吉
宗
の
そ
れ
は
高
井
・
豊
嶋

で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
本
藩
家
老
三
浦
為
隆
が
記
し
た
「
年
中
日
記
」
に
は
あ
き
ら
か
に
彼
等
を
頼
職
の
「
家
老
衆
」
と
呼
ん
で
い

る
。
大
名
と
な
る
以
前
、
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）に
は
「
御
属
（
ツ
キ
）之

衆
」
と
記
さ
れ
て
い
る（
一
〇
月
一
日
）。
貞
享
二
年（
一
六
八
五
）〜

人名 肩書､ 職名 格（推定）「紀州分限帳」
久世三右衛門 4 家老 同弥三右衛門1500石

長坂儀兵衛 2 家老 大番頭格1000石

水野小右衛門 2 家老 御供番格700石

和田勝次郎 1 御用達

西郷八五郎 1 御用達

田宮代右衛門 1 御用達

山野井源五郎 1 御用達 同惣兵衛1000石

浅井友右衛門 1 御用達

平井藤左衛門 1 御用達

松田善太郎 1 御用達

東使甚五右衛門 御近習番 4 御小姓

吉田専（千）三郎 御近習番 3 御小姓 寄合300石

有馬文（豊）蔵 御近習番 4 御小姓

金沢十（重）太夫 2 真如院様附300石

石野伝三郎 御近習番 5 御小姓

猪谷伝兵衛 御近習番 4 御小姓

加藤武右衛門 御頭番 4 中小姓 寄合300石

落合喜八郎 御頭番 3 中小姓

河面紋之助 1

86人（名前略）

 4人（名前略） 御用部屋物書

「紀州分限帳」の記載は宝永7年（1710）前半期頃の内容。
数字は全6冊の内人名が記載された点数。

第5表　元禄16年（1703）～同17年　頼職（内蔵頭）家臣団
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同
五
年
の
雲
蓋
院
「
公
用
日
記
」
に
は
、
上
野
七
太
夫
と
久
世
三
右
衛
門
・
長
坂
儀
兵
衛
が
頼
職
の
、
中
野
七
郎
兵
衛
・
高
井
五
左
衛

門
が
吉
宗
の
東
照
宮
参
詣
に
関
す
る
雲
蓋
院
へ
の
連
絡
や
代
参
に
関
わ
っ
た
記
事
が
あ
る
。
彼
等
が
「
御
属
之
衆
」
で
、
幼
少
期
か
ら

庶
子
で
あ
る
頼
職
・
吉
宗
の
世
話
を
し
た
。
す
な
わ
ち
夫
々
に
別
個
の
家
臣
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
元
禄
九
年
二
月
、
藩
儒
石
橋
生
庵
は
日
記
『
家
乗
』
に
、
江
戸
発
駕
の
際
「
久
世
三
右
衛
門
・
長
坂
儀
兵
衛
﹇
長
七
君
御
用

人
﹈」
供
奉
、
大
沢
善
右
衛
門
・
高
井
五
左
衛
門
﹇
新
之
助
君
長
臣
﹈
供
奉
と
記
し
、
さ
ら
に
四
月
将
軍
綱
吉
御
目
見
え
後
に
祝
儀
と
し

て
「
上
野
氏
﹇
七
太
夫
﹈
倍
二
百
石
﹇
千
二
百
石
﹈
為
内
蔵
君
之
臣
」（
二
〇
〇
石
加
増
）、「
宮
地
氏
﹇
権
右
衛
門
﹈
倍
賜
六
百
石
﹇
合

人名 御供の職名 格（推定）「紀州分限帳」
高井五左衛門 2 家老 大番頭格1000石

豊嶋半之丞 2 家老 奉行上御用役1200石

井原権左衛門 1 御用達
小栗源太夫 1 御用達
丹沢茂左衛門 2 御用達 山家同心頭200石

中嶋次郎左衛門 2 御用達 御小姓格300石

伊達幾右衛門 1 御用達 御用達300石

平塚一郎右衛門 御膳番 3 御用達 御使番300石

小野田半左衛門 御目付 3 御用達
桑山五右衛門 1 御用達 御小姓頭同格400石

菅沼新左衛門 2 御用達 御用達300石

中嶋弥次左衛門 1 御用達 御奉行300石

野村作左衛門 1 御用達 御用達300石

白井八兵衛 1 御用達
駒木根勘助 1 御用達
薮七郎左衛門 御用達 1 御用達 御小姓頭同格　　　　　　

御用達300石

若尾弥四郎 御用達 1 御用達
鈴木九郎右衛門 1 御用達
田口紋右衛門 御近習番 2 御小姓 御小姓

水上儀左衛門 御供役 御小姓 御使役300石

青木七八 宿割、御近習番 2 御小姓
駒木根留右衛門 御膳番 1 御小姓 中之間番組頭300石

落合三郎右衛門 御膳番 2 御小姓 落合三郎兵衛300石

10人（名前略） 御小姓
落合十兵衛 御宿割 1 中小姓
菅谷善八 御進物出宿割 1 中小姓
33人（名前略） 中小姓
31人（名前略） 御徒

「紀州分限帳」の記載は宝永7年（1710）前半期頃の内容。
数字は全4冊の内人名が記載された点数。

第6表　吉宗（主税頭）家臣団
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千
石
﹈
為
主
税
君
之
臣
」（
六
〇
〇
石
加
増
）と
記
し
て
い
る
。
同
年
六
月
に
は
頼
職
に
関
し
「
長
坂
儀
平
（
マ
マ
）殿

﹇
内
蔵
君
副
師
傅
﹈」
と
あ

り
、
上
野
が
主（
執
事
）で
、
久
世
・
長
坂
が
副
の
「
傅
」（
お
守
り
、
御
用
人
）で
あ
っ
た
。
ま
た
吉
宗
に
関
し
「
宮
地
権
右
衛
門
殿
﹇
主

税
君
執
事
﹈」「
高
井
五
左
衛
門
殿
﹇
主
税
君
副
傅
﹈」
と
あ
り
、
宮
地
が
執
事
で
、
高
井
が
「
副
傅
」
で
あ
っ
た
。
宮
地（
（1
（

は
第
6
表
に
は

登
場
し
な
い
が
、
大
名
化
以
前
か
ら
吉
宗
に
仕
え
た
最
高
位
の
家
来
で
あ
っ
た
。

元
禄
一
〇
年
六
月
六
日
、
大
名
領
地
三
万
石
の
領
地
受
取
に
関
す
る
「
御
城
書
」
に
は
「
御
勘
定
頭
衆
証
文（
領
地
所
付
け
）、
御
両

所
様
御
家
来
衆
へ
御
勘
定
所
ゟ
相
渡
」
と
あ
り
、
和
歌
山
は
も
と
よ
り
、
江
戸
紀
伊
家
屋
敷
に
も
頼
職
・
吉
宗
の
「
御
家
来
衆
」
が
い

た
。
こ
こ
ま
で
に
登
場
す
る
上
野
・
宮
地
ら
は
庶
子
二
人
の
単
な
る
家
来
で
あ
る
。
し
か
し
、
元
禄
一
〇
年
七
月
以
降
の
三
浦
家
「
年

中
日
記
」
に
は
「
御
両
所
様
御
家
老
」（
七
月
一
二
日
）「
御
家
老
中
」（
同
二
二
日
）と
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
変
化
は
明
ら
か
に
頼

職
・
吉
宗
の
大
名
化
に
と
も
な
っ
て
い
る
。

大
名
化
後
、
頼
職
家
老
と
し
て
は
久
世
・
長
坂
・
安
藤
が
お
り
、
宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）に
は
「
御
家
老
衆
長
坂
儀
兵
衛
・
山
野
井

惣
兵
衛
両
人
」
と
見
え
、
頼
職
の
家
老
に
山
野
井
が
加
わ
っ
て
い
る
。
吉
宗
の
家
老
は
宮
地
・
高
井
・
豊
嶋
の
三
人
で
あ
る
。
頼
職
の

家
老
は
一
五
〇
〇
石
〜
一
〇
〇
〇
石
の
大
身（
上
級
家
臣
）で
、
吉
宗
藩
主
時
代
に
も（
本
藩
に
お
い
て
）一
〇
〇
〇
石
・
一
五
〇
〇
石（
跡

継
久
世
弥
三
右
衛
門
）と
な
り
、
吉
宗
の
家
老
も
一
〇
〇
〇
石
・
一
二
〇
〇
石
の
大
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
、
大
名
化
後
ま
も
な
い
元
禄
一
一
年
二
月
に
、
頼
職
・
吉
宗
は
上
方
街
道
を
通
り
江
戸
参
勤
を
行
っ
た
。
二
九
日
に
泉
州

信
達
宿
に
休
憩
し
た
が
、
頼
職
に
随
っ
た
家
臣
名
と
し
て
、「
御
守
」
酒（
坂
部
）辺

惣
太
夫
、「
御
用
達
衆
」
三
橋
森
右
衛
門
・
杉
浦
弥
五
左
衛

門
・
平
井
藤
左
衛
門
・
河
面
才
次
郎
、
吉
宗
の
家
臣
名
と
し
て
、「
御
守
」
宮
地
権
右
衛
門
、「
御
用
達
衆
」
石
橋
権
之
丞
・
淡
沢
（
輪
）茂
左

衛
門
・
鈴
木
又
兵
衛
・
中
嶋
次
郎
左
衛
門
・
井
沢
権
兵
衛
と
記
さ
れ
て
い
る
。
頼
職
「
御
守
」
の
箇
所
に
は
久
世
弥
三
右
衛
門
・
長
坂

儀
兵
衛
、
吉
宗
「
御
守
」
の
箇
所
に
は
高
井
五
左
衛
門
・
豊
島
半
之
丞
と
後
筆
さ
れ
て
い
る
。
変
更
が
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
参

勤
体
制
が
確
立
さ
れ
る
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う（
（1
（

。

 19 

紀伊徳川家庶子大名頼職・頼方（吉宗）の家臣団



つ
い
で
、
前
出
「
御
両
所
様
御
家
老
」（
七
月
一
二
日
）と
並
び
「
御
用
役
・
御
用
達
」
と
の
呼
称
が
見
え
る
。
元
禄
一
五
年
〜
宝
永

元
年
の
三
浦
家
「
年
中
日
記
」
に
は
、「
内
蔵
頭
様
ゟ
御
使
」
と
し
て
、
杉
浦
弥
五
左
衛
門
・
平
井
藤
左
衛
門
・
浜
名
万
左
衛
門
・
有
馬

勝
右
衛
門
・
小
笠
原
彦
九
郎
・
喜
多
村
一
郎
右
衛
門
等
の
名
前
が
見
え
る
。
ま
た
「
主
税
頭
様
ゟ
御
使
者
」
と
し
て
、
中
嶋
次
郎
左
衛

門（「
主
税
頭
様
御
用
達
」「
主
税
様
ゟ
御
名
代
」）・
丹
沢
茂
左
衛
門
・
菅（
菅
谷
）

野
屋
善
八
・
若
尾
弥
四
郎
・
田
口
門

（
紋
）右

衛
門
・
鈴
木
三
郎
兵
衛

方
・
青
木
七
八
郎
・
菅
沼
新
左
衛
門
・
山
本
九
郎
左
衛
門
・
小
川
矢
之
右
衛
門
・
大
井
武
右
衛
門
等
の
名
前
が
見
え
る
。
彼
等
は
、
東

照
宮
代
参
や
事
前
通
知
な
ど
、
頼
職
・
吉
宗
か
ら
の
指
示
を
実
行
す
る
御
用
達
、
御
用
人
で
あ
り
、
多
く
は
石
高
三
〇
〇
石
の
中
級
家

臣
で
あ
っ
た（
各
表
右
欄
参
照
）。

以
上
に
列
挙
し
た
名
前
の
内
、
傍
線
を
付
し
た
人
名
は
第
4
表
〜
第
6
表
に
確
認
で
き
る
が
、
以
外
の
人
名
は
登
場
し
な
い
。
こ
の

こ
と
は
第
4
表
〜
第
6
表
に
示
し
た
一
三
〇
人
・
一
〇
〇
人
の
他
に
、
そ
れ
に
倍
す
る
家
臣
が
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る（
11
（

。

と
こ
ろ
で
、
元
禄
一
六
年
、
両
大
名
の
江
戸
屋
敷
新
設
に
つ
き
老
中
阿
部
豊
後
守
か
ら
「
両
少
将
様
御
留
守
居
」
が
招
か
れ
て
お
り
、

江
戸
紀
伊
家
屋
敷
に
本
藩
と
は
独
自
の
留
守
居
役
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
元
禄
一
二
年
五
月
三
日
に
中
嶋
次
郎
左
衛
門
は
和
歌
山
城

へ
「
江
戸
ゟ
罷
越
、
主
税
頭
様
ゟ
御
伝
言
」
を
本
藩
家
老
等
に
伝
え
て
い
る
。
中
嶋
が
江
戸
に
滞
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た

雲
蓋
院
は
元
禄
一
五
年
七
月
四
日
に
、
あ
る
こ
と
の
御
礼
の
た
め
同
寺
の
松
仙
院
を
「
御
用
屋
敷
御
用
部
屋
迄
」
遣
わ
し
て
い
る
。
こ

の
御
屋
敷
は
伝
法
橋（
当
時
）の
南
西
に
あ
っ
た
「
主
税
頭
御
屋
敷
」
で
あ
る（
前
出
）。
先
述
の
よ
う
に
こ
の
御
屋
敷
に
は
「
御
用
部
屋
」

が
設
置
さ
れ
、「
御
用
部
屋
物
書
」
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
頃
大
名
の
家
臣
団
、
家
政
機
関
が
整
備
さ
れ
、
頼

職
・
吉
宗
は
江
戸
参
勤
を
も
行
い（
1（
（

、
大
名
と
し
て
の
内
実
を
有
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
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む
す
び
に

本
稿
で
検
討
し
て
き
た
頼
職
・
吉
宗
の
家
臣
団
に
関
す
る
基
礎
的
事
実
お
よ
び
結
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１　

鷹
野
に
み
ら
れ
る
家
来
集
団
や
家
臣
団
の
移
動
人
数
の
規
模
は
Ａ
帳
〜
Ｊ
帳
ま
で
一
六
五
〜
二
六
九
人
と
幅
が
あ
る
が
、
二
〇
〇

人
前
後
と
い
う
人
数
規
模
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
三
〇
〜
五
〇
人
の
頼
職
・
吉
宗
の
直
接
の
家
来
と
、
人
足
、「
御
雇
」
＝（
本
藩
借
用
）

援
軍
部
隊
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

２　

大
名
化
後
の
家
臣
団
は
家
老
、
御
用
達（
御
用
人
）、
御
小
姓
、
中
小
姓
、
御
徒
の
階
層
が
あ
り
、
一
回
の
鷹
野
行
軍
に
は
家
老
一

〜
三
名
、
御
用
達
三
〜
七
名
を
含
ん
で
御
小
姓（
近
習
番
等
）や
中
小
姓
・
御
徒（
諸
雑
用
）が
動
員
さ
れ
た
。

３　

頼
職
六
回
、
吉
宗
四
回
の
鷹
野
等
「
御
供
帳
」「
宿
割
帳
」
に
み
え
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
臣
数
の
実
数
は
概
ね
一
三
〇
人
・
一
〇
〇

人
と
推
定
し
、
帳
面
の
分
析
か
ら
こ
れ
を
倍
す
る
家
臣
団
が
存
在
す
る
と
推
測
し
た
。

４　

ま
た
、
御
供
の
継
続
人
数
か
ら
次
の
よ
う
に
も
推
測
し
た
。
頼
職
の
大
名
と
な
る
以
前
の
家
臣
集
団
は
一
〇
〇
人
規
模
で
あ
る
が
、

大
名
化
後
の
家
臣
団
が
二
五
〇
人
規
模
と
推
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
大
名
化
後
の
吉
宗
の
家
臣
団
は
一
〇
〇
〜
二
〇
〇
人
規
模
で
あ
っ

た
。
か
な
り
の
差
が
み
ら
れ
る
が
、
母
集
団
算
出
の
数
字
操
作
に
精
粗
が
あ
る
た
め
と
み
ら
れ
、
概
ね
両
者
と
も
大
名
化
の
後
で
は
二

〇
〇
人
前
後（
か
な
り
幅
が
あ
る
）の
規
模
で
あ
り
、
十
人
程
度
の
極
小
規
模
で
は
な
か
っ
た
。

５　

こ
れ
ら
の
家
臣
団
は
家
政
機
関
と
し
て
指
揮
系
統
の
整
備
、
御
用
部
屋
な
ど
の
機
関
も
整
備
さ
れ
、
機
能
し
た
。
し
か
し
年
貢
徴

収
や
民
政
機
関
と
し
て
の
機
能
が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。

名
手
宿
の
交
通
史
研
究
に
は
着
手
で
き
な
か
っ
た
が
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注（
1
）深
井
雅
海
『
日
本
近
世
の
歴
史
3　

綱
吉
と
吉
宗
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年

（
2
）両
大
名
は
い
ず
れ
も
紀
伊
徳
川
藩
主
と
な
っ
た
た
め
幕
府
に
収
公
さ
れ
、
越
前
高
森
藩
・
葛
野
藩
は
短
期
に
消
滅
し
た
。
こ
の
三
万
石
領
地
を
紀
州
藩
領

と
す
る（
前
田
正
明
「
越
前
国
紀
州
藩
領
の
支
配
と
明
君
伝
承
」『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
創
刊
号
、
一
九
九
六
）の
は
妥
当
で
は
な
い
。
幕
藩
体

制
下
の
「
藩
」
と
し
て
自
立
し
て
機
能
し
た
か
否
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
両
大
名
の
高
森
領
・
葛
野
領
で
あ
る
。
な
お
本
稿
で
は
幼
名
等
、

時
代
に
応
じ
た
厳
密
な
人
名
表
記
は
煩
瑣
な
た
め
こ
れ
を
避
け
、
併
存
し
え
な
い
が
、
便
宜
的
に（
松
平
・
徳
川
）頼
職
・（
徳
川
）吉
宗
と
い
う
人
名
表
記

を
同
時
代
に
用
い
る
。「
吉
宗
」
名
は
宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）以
降
。

（
3
）和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
所
蔵
。
最
近
上
村
雅
洋
氏
に
よ
っ
て
目
録
が
作
成
さ
れ
、
利
用
可
能
と
な
っ
た
。 

（
4
）拙
著
『
紀
州
藩
主
徳
川
吉
宗
』（
吉
川
弘
文
館
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
六
年
）、
拙
稿
「
徳
川
吉
宗
の
母
浄
円
院
の
家
族
―
幕
臣
巨
勢
氏
の
始

原
―
」・「
徳
川
吉
宗
の
母
浄
円
院
の
系
譜
―
大
工
頭
中
井
家
と
の
関
係
―
」（『
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
紀
要
』
第
38
号
・
第
40
号
、
二
〇
一
七
年
・
一

九
年
）

（
5
）城
下
周
辺
の
鷹
場
を
利
用
し
て
武
家
領
主
と
し
て
の
軍
事
訓
練
を
行
っ
た
。（
山
下
奈
津
子
「
近
世
後
期
、
紀
州
藩
主
の
鷹
狩
に
つ
い
て
」、『
和
歌
山
市
史

研
究
』
36
、
二
〇
〇
八
年
）。
そ
れ
よ
り
先
、
吉
宗
は
元
禄
一
六
年
四
月
二
八
日
参
勤
途
上（
上
方
街
道
、
引
用
注
）山
口
の
山
中
で
「
し（
猪
狩
）

し
か
り
」
を
行
っ

て
い
る（「
紀
州
時
代
吉
宗
史
の
再
構
成
―
『
南
紀
徳
川
史
』
歴
史
像
の
克
服
」、『
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
紀
要
』
第
37
号
、
二
〇
一
六
年
）。
吉
宗
の
次

の
第
六
代
藩
主
宗
直
は
享
保
三
年（
一
七
一
八
）一
一
月
に
勢
州
巡
見
の
際
、
松
坂
を
拠
点
に
鷹
野
を
行
な
っ
て
い
る（『
南
紀
徳
川
史
』
第
一
冊
一
七
頁
）。

元
文
四
年（
一
七
三
九
）「
奉
願
口
上
」（
妹
背
家
文
書
六
四
〇
）に
、「
若
殿
様
御
方
御
入
国
被
為
遊
、
先
年
之
通
川
上
筋
御
鷹
野
御
猪
山
江
被
為
遊
御
成
候

節
」
云
々
と
あ
る
。「
先
年
之
通
」
以
下
は
頼
職
・
吉
宗
時
代
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
「
若
殿
」
は
第
七
代
藩
主
宗
将
。
た
だ
し
在
江
戸
。

（
6
）年
代
確
定
は
拙
稿
「
紀
伊
徳
川
家
の
参
勤
交
代
・
江
戸
通
行
路
―
川
俣
街
道
か
ら
上
方
街
道
へ
―
」（
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
紀
要
』
第
36
号
、
二
〇
一

五
年
）お
よ
び
前
掲
注（
5
）拙
稿
に
よ
る
。
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（
7
）「
ミ
ニ
展
示
解
説
紀
州
藩
家
老
三
浦
家
文
書
と
吉
宗
」
の
筆
者
作
成
附
属
年
表
及
び
拙
編
「
紀
州
時
代
の
吉
宗
・
頼
職
関
係
史
料
」（『
紀
州
経
済
史
文
化

史
研
究
所
紀
要
』
15
号
、
一
九
九
五
年
）に
関
係
史
料
を
網
羅
的
に
掲
載
し
て
い
る
。

（
8
）西
条
藩
主
、
頼
職
・
吉
宗
は
和
歌
山
城
下
に
屋
敷
を
構
え
、
紀
州
藩
領
内
で
生
活
し
、
和
歌
山
か
ら
参
勤
に
出
か
け
た
。
こ
の
面
か
ら
独
立
し
て
い
た
と

は
言
え
な
い
。
現
地
で
の
統
治
機
構
は
一
応
整
備
さ
れ
た
が
、
年
貢
収
取
機
構
は
不
詳
で
あ
る
。

（
9
）「
雇
う
」
は
「
借
り
て
用
い
る
。」
の
意（
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
則
ち
「
御
雇
い
」
は
本
藩
か
ら
借
用
の
援
軍
。

（
10
）元
禄
一
三
年（
一
七
〇
〇
）「
和
歌
山
町
割
之
図
」（
和
歌
山
県
立
図
書
館
所
蔵
）

（
11
）人
数
記
載
は
な
い
が
、
二
〇
軒
の
宿
提
供
家
主
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
前
後
の
記
載
で
は
一
軒
に
平
均
五
・
七
人
、
Ｆ
帳
の
「
御
中
間
」
九
五
人
は
一
八

軒（
一
軒
当
た
り
五
・
三
人
）で
、
二
〇
軒
に
宿
泊
し
た
人
数
を
一
〇
六
人
と
推
定
し
た
。

（
12
）元
禄
一
五
年
七
月
と
一
〇
月
の
名
手
行
き
は
「
年
中
日
記
」
の
記
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
が（
前
掲
注（
7
）拙
稿
）、
今
回
初
め
て
同
年
一
二
月
と
宝

永
元
年
七
月
の
名
手
行
き（
鷹
野
）が
確
認
さ
れ
た
。

（
13
）中
国
暦
七
二
候
の
七
月
中
処
暑
初
候
に
「
鷹
乃
祭
鳥
」
が
あ
る（
柏
書
房
『
現
代
こ
よ
み
読
み
解
き
事
典
』）。

（
14
）大
野
・
名
倉
は
現
橋
本
市
、
名
手
よ
り
約
一
〇
㎞
、
約
一
二
㎞
、
大
谷
は
現
か
つ
ら
ぎ
町
、
約
六
㎞
。

（
15
）国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
天
保
一
〇
年（
一
八
三
九
）の
写
し
で
あ
る
が
、
宝
永
六
年
末
〜
七
年
前
半
期
の
内
容
を
反
映
し
て
い
る（
注（
4
）拙
稿
二
〇
一
七

年
）

（
16
）御
中
間
や
御
持
弓
・
御
持
筒
・
餌
指
の
人
数
不
記
載
で
あ
る
が
、
宿
が
一
〇
軒
故
に
五
〇
人
と
推
定
し
た
。

（
17
）こ
の
鷹
野
行
軍
に
つ
い
て
元
禄
一
五
年
一
〇
月
五
日
の
「
年
中
日
記
」（
三
浦
家
文
書
）に
は
「
一
主
税
頭
様
ニ
も
名
手
へ
今
朝
御
越
被
成
候
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
二
〇
〇
人
を
超
え
る
人
と
多
数
の
用
具
の
移
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
容
易
に
は
想
像
し
が
た
い
。
決
し
て
二
、
三
〇
人
程
度
で
は
な
か
っ
た
。

（
18
）宮
地
権
右
衛
門
は
元
禄
一
〇
年
七
月
吉
宗
の
海
士
郡
椒
浦
で
の
「
殺
生
」（
魚
釣
り
）に
同
行
し
、
藩
家
老
三
浦
為
隆
へ
手
紙
や
獲
物
を
送
っ
て
い
る
。
こ

の
時
の
動
員
が
ど
の
位
の
規
模
で
あ
っ
た
か
は
残
念
な
が
ら
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
頼
職
附
の
上
野
七
太
夫
、
吉
宗
附
の
中
野
七
郎
太
夫
は
大
名
化
後
、
史
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料
に
は
名
前
が
見
え
な
い
。
隠
居
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
19
）泉
南
市
信
達
市
場
の
角
谷
隆
氏
所
蔵
信
達
本
陣
文
書
。
前
掲
注（
5
）二
〇
一
六
年
拙
稿
。

（
20
）鷹
野
等
の
移
動
時
以
外
、
頼
職
・
吉
宗
の
家
臣
は
ど
こ
に
詰
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
部
は
「
内
蔵
頭
様
御
屋
敷
」「
主
税
頭
様
御
屋
敷
」
に
詰
め
た

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
他
は
和
歌
山
城
内
二
之
丸
の
い
ず
れ
か
に
勤
仕
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
21
）前
掲
注（
6
）二
〇
一
五
年
拙
稿
に
詳
述
。

﹇
追
記
﹈

妹
背
家
文
書
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
二
〇
一
六
年
、
信
達
本
陣
角
谷
家
文
書
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ

た
角
谷
隆
氏
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
信
達
宿
の
頼
職
・
吉
宗
と
、
名
手
宿
の
頼
職
・
吉
宗
と
が
つ
な
が
っ
た
。
亀
の
よ
う
な
ゆ
っ
く

り
と
し
た
歩
み
で
あ
っ
た
が
、
歴
史
研
究
は
間
違
い
な
く
前
進
す
る
こ
と
を
確
信
し
た
。
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